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開 か
い 

山 さ
ん 

忌 き

 

令
和
七
年
五
月
廿
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
開
山
忌
を
修

行
し
ま
す
。
開
山
忌
と
は
、
お
寺
を
開
か
れ
た
住
職
を
顕

彰
し
、
法
要
を
勤
修
し
、
歴
代
の
僧
侶
を
通
じ
て
そ
の
因

縁
を
尊
ぶ
こ
と
で
す
。
現
在
の
三
明
寺
の
前
寺
、
光
明
院

は
初
代
か
ら
数
え
て
三
代
目
が
小
生
で
し
た
。
縁
あ
っ
て

寺
院
を
大
岡
門
池
に
移
転
し
て
二
十
三
年
に
な
り
ま
す
。 

二
十
周
年
に
計
画
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
で
き

ず
、
住
職
五
十
年
を
期
に
、
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 
 
 
 

開
山
忌
法
要
は
十
八
拝
差
定(

さ
じ
ょ
う)

と
い
っ
て
、

お
寺
の
儀
式
の
中
で
一
番
大
切
で
穏
厳
な
中
に
、
敬
虔
な

儀
式
で
す
。
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
な
い
法
要
で
す
。 

当
日
は
近
隣
の
僧
侶
を
は
じ
め
、
青
年
部
の
僧
侶
、
檀

家
の
皆
様
、
世
話
人
の
皆
様
、
住
職
親
類
縁
者
を
お
招
き

し
、
ご
焼
香
を
給
わ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

顧
み
る
に
、
光
明
院
に
住
職
し
た
も
の
の
、
小
さ
な
お

堂
だ
け
で
庫
裡
や
書
院
も
無
く
、
誰
も
寄
ら
な
い
寂
し
い

寺
で
し
た
。
学
問
や
修
行
は
積
ん
だ
も
の
の
、
や
る
こ
と

も
な
く
、
朝
の
坐
禅
と
勤
行
だ
け
。
昼
は
知
ら
な
い
沼
津

の
街
に
出
て
托
鉢
三
昧
。
次
第
に
葬
儀
や
ご
法
事
な
ど
の

声
を
か
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
檀
家
も
無

く
墓
地
も
無
か
っ
た
の
で
、
墓
地
を
造
成
、
今
は
五
ケ
所

の
霊
園
が
あ
り
ま
す
。
寺
は
人
が
集
ま
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
毎
週
の
坐
禅
会
、
写
経
会
、
法
話
の
会
、
落
語

家
を
呼
ん
で
の
じ
ぞ
う
寄
席
は
三
十
六
年
間
、
百
四
十
回

目
に
な
り
ま
す
。
御
輿
会
も
同
じ
こ
ろ
発
足
し
、
節
分
祭

に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
会
に
育
ち
ま
し
た
。
寺
の
移
転

や
建
築
は
想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
が
、
檀
信
徒
の
皆
様

初
め
、
友
人
知
人
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
立
派
な
本
堂
伽

藍
が
完
成
し
、
境
内
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

移
転
地
が
元
三
明
寺
の
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
因
縁

を
感
じ
ま
す
。
再
度
、
曹
洞
宗
と
し
て
三
明
寺
を
再
興
す

る
に
あ
た
り
、
父
の
宗
清
寺
廿
六
世
賢
龍
正
教
大
和
尚
と

母
の
詠
心
院
林
香
妙
花
禅
尼
を
開
基
と
し
て
お
迎
え
し
、

又
、
落
慶
式
に
ご
導
師
を
お
勤
め
頂
い
た
板
橋
興
宗
禅
師

を
中
興
の
開
山
と
し
て
勧
請
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

永
年
三
明
寺
を
護
持
さ
れ
た
歴
代
の
御
僧
侶
方
々
へ

の
報
恩
の
供
養
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

三
明
寺
の
開
創
は
約
九
百
年
前
、
平
安
時
代
真
言
宗
愛

鷹
山
参
明
寺
と
称
し
、
臨
済
宗
と
し
て
再
興
し
剛
嶽
山
三 

明
寺
と
な
り
、
安
政
地
震
に
て
倒
壊
し
ま
し
た
。
寺
名
が

土
地
名
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
史
跡
と
し
て
鎌
倉
初
期
に

造
営
さ
れ
た
門
池
公
園
の
中
央
に
三
明
寺
経
塚
が
あ
り

ま
す
。
仏
縁
を
大
切
に
し
、
こ
れ
か
ら
も
檀
信
徒
有
縁
の

皆
様
と
共
に
、
門
池
を
中
心
に
、
寺
檀
一
体
と
な
り
、
教

化
伝
道
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
門
池
地
区
は
発
展
途

上
の
場
所
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
さ
れ
る
場
所
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
寛
大
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

 

              

 
 

春季彼岸号 

 

10 分ほどあります。お時間のある時にご視聴ください。 

進の橘也さん 

プロモーションビデオ公開 

 

 カストリ（三明寺 3男雄泰） 

進の橘也さん 

 

  

 

現在、ライブを中心に活動しています。仏教普及の新しい形かもしれません。 

進の橘也さん 

般若心経ライブ 三明寺祭典のお囃子や 

御輿甚句のアレンジ 

三明寺の PRのような（笑） 
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三
月 

○
永
田
家
・
高
山
家
・
小
川
家
ご
法
事 

1
日 

 

○
向
笠
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

2
日 

○
道
了
講 

 
 

4
日 

 
 
 
 
 
 

○
小
林
家
・
日
野
家
ご
法
事 

 
 
 
 

8
日 

○
渡
辺
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 
 
 
 

10
日 

○
天
野
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

16
日 

○
地
蔵
講 

 
 

18
日 

○
春
彼
岸
檀
信
徒
・
ペ
ッ
ト
供
養
会 

20
日 

○
下
山
家
・
大
石
家
ご
法
事 

 
 
 
 

23
日 

○
椎
野
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

25
日 

○
秋
山
家
・
関
野
家
・
市
川
家
ご
法
事 
29
日 

四
月 

○
道
了
講 

 
 

1
日 

○
李
家
・
池
田
家
ご
法
事 

 

5
日 

○
西
山
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

6
日 

○
沼
津
仏
教
会
花
祭
前
夜
祭 

 
 
 
 

7
日 

○
伊
藤
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

8
日 

○
塩
崎
家
・
三
寺
家
ご
法
事 

 

12
日 

○
竹
内
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

13
日 

○
水
口
家
ご
法
事 

 
 
 
 
 

20
日 

○
地
蔵
講 

 
 

22
日 

             

  

五
月 

 

○
大
石
家
ご
法
事 

 
 

17
日 

○
大
川
家
ご
法
事 

 
 

18
日 

○
開
山
忌 

 
 

20
日 

○
市
川
家
ご
法
事 

 
 

21
日 

○
高
嶋
家
ご
法
事 

 
 

24
日 

○
藤
江
家
ご
法
事 

 
 

25
日 

○
一
四
〇
回
じ
ぞ
う
寄
席 

春
風
亭
栁
朝
師
匠 

 
 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 
 

 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話 

 

6
時 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

10
時 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
ヨ
ガ
坐
禅 

 
 

3/18

・4/14 
 
 

19
時 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

○
沼
津
市
仏
教
婦
人
会
総
会 

 

2
月
29
日 

○
嶽
山
会
・
総
和
会 

 

3
月
6
日 

○
大
泉
寺
大
般
若 

 
 

3
月
9
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 
 
 
 
 
 
 

3
月
30
日 

○
大
泉
寺
先
住
忌 

 
 
 
 
 
 
 
 

4
月
2
日 

○
釈
尊
花
ま
つ
り
前
夜
祭 

 
 
 
 
 

4
月
7
日 

            

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

 【
編
集
後
記
】 

や
す
ら
ぎ
霊
園
す
る
が
の
入
口
車
道
が
拡
幅
さ
れ
ま
し
た
。 

今
ま
で
道
幅
が
狭
い
為
す
れ
ち
が
い
に
困
っ
て
い
ま
し
た

が
、
沼
津
市
道
路
管
理
課
の
指
導
に
よ
り
拡
幅
し
て
い
た
だ

き
便
利
に
な
り
ま
し
た
。 

４
コ
マ
「
只
管
打
坐
」
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
坐
禅
に
打
ち
込

む
こ
と
を
言
い
ま
す
。
曹
洞
宗
開
祖
道
元
禅
師
は
「
普
勧
坐

禅
儀
」
を
お
書
き
に
な
り
、
お
釈
迦
様
が
悟
ら
れ
た
と
い
う

坐
禅
を
第
一
に
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

（
S
・
O
） 

令
和
七
年
三
月
一
日 

九
十
四
号 

四
季
発
行 

発 

行  

曹
洞
宗 

 

大
嶽
山  

三
明
寺 

編 

集 

住 

職 
 

大 

嶽 

正 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com 

 

年
会
費･

墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ

り
引
き
落
と
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
再
請
求
の
無
い

よ
う
に
必
ず
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

経
理
担
当
者
よ
り 
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年末もちつき 12/22 

本堂前のお灯明 

進の橘也さ

ん 

献花飛散防止に雑巾利用 SNS抜粋 

 

 

  

とび職組合のはしごのり 1/6 

 

大晦日 鎮火祭 除夜の鐘 12/31 

 

 

つきたてのお餅で、お供えと餅あんこ餅を作ります 

カラスは器用に箱や袋を開けます 

進の橘也さん 

ヨガと坐禅の会 次回 3/18 4/14 

年越しそば、おしるこ、甘酒がふるまわれます 

進の橘也さん 

お寺やお墓にお参りの後・・突風や鳥獣の被害が多発しています 

 

 

じぞう寄席 島田出身の三遊亭遊喜師匠 

本堂前のお灯明 

進の橘也さん 

 風で飛散した湯呑 

進

墓参の後の 食べ物飲み物、湯呑は墓所の汚れの原因となります 
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節分祭 大般若祈祷 1/28 

 

 

ご詠歌のお仲間を募集しています 

梅花講のご詠歌

 
住職より理趣経を肩に当ててもらいます 

豆まきにコロナ以前より多くの方が来られました 

 

 

ほっこりするポン菓子 

大般若経の転読 

 

太鼓の音は圧巻です 

 

 

御輿はお経をいただいてから出発します 

豆まきのかけ声は「福は内」 

大遠忌 700 年の表彰を受けました  

 

模擬店は大人気 千人鍋じぞう汁は多くの来場者で空っぽに 


